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はじめに

まちづくりの現場の人々のイメージは？
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１．やっかいな問題の解き方としてのネットワーク

やっかいな問題（wicked problems）
＝実はまちづくりは典型例
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1. 明確に定式化できない。

2. 終了についてのルールがない。

3. 解決策は正しいか間違っている
かではなくより善いかより悪い
か。

4. 解決策をすぐにテストできない
し、完全にテストすることもでき
ない。

5. 解決策は1回かぎりの作業。試
行錯誤して学ぶ機会がなく、毎
回の試行が重要性をもつ。

6. 取り得る解決策をすべて数えた

り記述したりできるものではない
し、計画に組み込むことが出来
るような明確な作業もない。

7. ひとつひとつが本質的に特有。

8. 皆、別の問題の兆候として考え
ることができる。

9. それが示す矛盾、さまざまな方
法で説明でき、説明の仕方によ
って問題解決の性質が決まる。

10. プランナーは間違う権利がない
（自分が決めたアクションに責
任をたなければならない）。

Rittel, H. W. J. and Webber, M. M. (1973)“Dilemmas in a General Theory of Planning”, Policy 
Sciences, vol. 4, no. 2, pp.155–69.



１．やっかいな問題の解き方としてのネットワーク

サードセクター（市民活動やNPO）は社会を変えている？新し
いやり方を政策につなげているようだ…



１．やっかいな問題の解き方としてのネットワーク

やっかいな問題の典型例としての大規模災害
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地震や津波という自然現象のみが引き起こした事態ではな
く、日本社会が近代化していく中で、一度立てた計画へ依
存しすぎることや、制度が硬直化して杓子定規に用いられ
ることなど、日本社会が予測できない事態に対処する柔軟
性を欠いたことによって厳しさを増幅させる。

予測もつかない形で被害が広がった原子力事故。

様々な制度に拘束されながら必ずしもうまく対応できずに災害関
連死を引き起こしてしまうような被災者支援。

近年の日本ではNPO・協同組合などサードセクターの組織
も被災者支援に柔軟に対応するようになった。



１．やっかいな問題の解き方としてのネットワーク

東日本大震災で活躍するサードセクターの組織たち
みんなつながりながら活動（社会ネットワーク）
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２．社会ネットワークはどんな構造？

リーダーを「数珠つなぎ」していく
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インタビュー対象者
1人目の調査

•人的資本の把握
•社会ネットワークと
形成時期等の把握

•居住地履歴の把握

インタビュー対象者
2人目の調査

•人的資本の把握
•社会ネットワークと
形成時期等の把握

•居住地履歴の把握

社会ネットワーク調査のイメージ

インタビュー対象者１人目で
把握されたネットワーク



２．社会ネットワークはどんな構造？

社会ネットワーク調査の方法１
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 調査手法
 構造化したインタビュー。

 調査対象
 東日本大震災への対応を実施したサードセクターの関係者で，震災後に被災地

で1年以上の居住履歴がある人。

 調査対象の選定
 ある対象者から、東日本大震災にかかわる活動において、信頼していたり、お

世話になったり、活動において影響を与えたりした人（以下，キーパーソンと呼
称）を、最大10人を聞き取りで把握するスノーボールサンプリング。

 キーパーソンのうち調査対象者をインタビュー候補者とし、ランダムにインタビュ
ーを実施。

 同一組織へインタビューが集中すること避けるため，1組織あたり5名以上のイン
タビューを避けた。

 また、死去している人、調査時点で海外在住の人などインタビューが物理的に
難しいものへのインタビューも実施していない。



２．社会ネットワークはどんな構造？

社会ネットワーク調査の方法２
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 主な調査内容
 基本的な属性、人的資本の状況（学歴、仕事歴など）、社会ネットワーク（以下、

単にネットワークと呼ぶ）とその形成時期・形成機会、居住地履歴など

 同時に東日本大震災対応において成立した革新的だと考えられる組織やプロ
ジェクトを最大3つまで回答を求めた（イノベーティブ事業）

 調査期間
 2016年6月23日から2017年8月1日

 調査実施の概要
 80名のインタビューを実施（インタビュー候補者の58.0%）。

 把握できたキーパーソンはサードセクター249人、行政55人、営利74人、その他
42人、サードセクター兼行政12人、サードセクター兼営利13人、サードセクター
兼その他14人の計459人であった。

理論値は８００人なのに
４５９人なので「かぶり」がある！



２．社会ネットワークはどんな構造？

震災前（2011年3月10日）のサードセクターの社会ネットワーク
円の大きさは被指名数、被災3県への移住者は移住先へ区分
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２．社会ネットワークはどんな構造？

2011年9月末のサードセクターの社会ネットワーク
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２．社会ネットワークはどんな構造？

調査時点（2016年6月23日）のサードセクターの社会ネットワ
ーク
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多くの人から指名される「ハブ」に
なっている人がごくわずかにいる！



２．社会ネットワークはどんな構造？

社会ネットワークはどの時点においても、少数のハブが多くの
リンクをもつ「スケールフリー・ネットワーク」（P(k)～k-γ）
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被指名数ごとのキーパーソンの分布
（調査時点：2016年6月23日）
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※ Barabási, A. L., & Albert, R. (1999). Emergence of scaling in random networks. Science, 286(5439), 509-512.

各時点のスケールフリー・ネットワー
クモデル（ベキ分布：P(k)～k-γ）回

帰におけるγと決定係数R2

γ R²
震災前（2011年3月10日） 2.241 0.9277
2011年9月末 2.231 0.9271
2012年3月末 2.053 0.9436
2013年3月末 2.156 0.9146
2014年3月末 2.298 0.9045
2015年3月末 2.313 0.9040
2016年3月末 2.320 0.9044
調査時点（2016年6月23日） 2.322 0.9044

 スケールフリー・ネットワーク※はインターネット（γ=2.1）、役者の共演関係（γ=2.3）
など多くの複雑ネットワークに見いだされ、構造の頑強さと情報伝播の速さが特徴。

 震災前から社会ネットワークの構造自体は大きく変化しておらず、少数のハブを介
して資源や評判にかかわる情報が、素早く、かつ、効率的に伝播される。

P(k)=258.74k-2.322

R2=0.9044



３．ハブ（≒優秀なコーディネーター）はどんな人？

東日本大震災被災地でトップクラスのハブ（≒優秀なコーディ
ネーター）である、いわて連携復興センターの葛巻さんの日常
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出所
https://www.f
acebook.com
/toor.kuzuma

ki/
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